
令和５年度 第４回新発田警察署協議会議事概要

開催日時 令和６年３月５日（火）午後１時30分から午後２時30分まで

開催場所 新発田警察署 講堂

委 員
月岡会長 林副会長 安達委員

（定数15人）
大沼委員 小柳委員 小井戸委員 計10人

鈴木委員 高橋(京)委員 田代委員

出 席 者 渡辺(江)委員

（会長・副会長以下50音順）

渡辺署長 永井副署長 岡澤分庁舎所長

警 察 濱田警務課長 阿部留置管理課長 小谷会計課長 計11人

髙橋生活安全課長 平野地域課長 杉本刑事課長

本間交通課長 阿久津警備課長

管内の治安情勢

署長から、令和５年中の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があった。

前回の答申事項に対する業務推進状況

生活安全課長、交通課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下

記のとおり説明があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

○ スーパーと協定締結するなど企業等と協力した被害防止広報を実施

○ ラジオ出演、ミニ広報紙等による被害防止広報を実施

○ 寸劇、講話等による被害防止広報を実施

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

○ 各地区における金融機関防犯連絡協議会の開催

○ 金融機関における窓口対応訓練の実施

○ 年末における金融機関特別警戒の実施

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進



○ 防犯機能付き電話機プレゼントキャンペーンの実施

○ 行政機関のイベント、施設利用、媒体利用による被害防止対策の推進

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪被害防止対策の推進

○ 登下校時間帯におけるパトロール活動を強化

○ 管内小学校における防犯教室、不審者対応訓練を実施

○ 青少年健全育成会議の開催

○ 各地区の少年警察ボランティアと共同で街頭パトロールの実施

イ 不審者事案の早期解決と迅速かつ適切な情報提供

○ 行為者の早期特定による検挙や先制的予防活動を実施

○ 年末特別警戒を実施し、パトロールを強化した。

○ 大型ショッピングセンターにおいて、凶器使用犯人の対応訓練を実施

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 冬季における交通事故防止運動

ア ｢渡るよサイン｣の実践を始め､自身の安全を守る歩行者広報の推進

○ スーパーにおいて｢渡るよサインの実践｣｢夜光反射材の活用｣等広報活動の

実施

○ 管内小学校において、交通安全協会と協同した街頭指導を実施

イ 飲酒運転取締りの強化と地域と連携した飲酒運転根絶運動

○ 各市と各地区飲食店を訪問し、飲酒運転根絶を広報

ウ ｢急｣のつく運転の回避など冬道の安全走行に関する広報

○ 管内大学生に対し｢冬道運転のポイント｣、｢飲酒運転根絶｣の講習会を開催

(2) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締り

ア 通学路や学校周辺における取締りの実施

○ 小学校付近の交通事故多発交差点における交通安全施設整備を実施

○ 学生の利用が多い駅における自転車のヘルメット着用広報の実施

○ 管内保育園における交通安全指導を実施

イ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの実施

３ 高齢者の各種被害等防止対策

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

犯罪被害、高齢者虐待、高齢者被害交通事故の発生状況とその対応状況

(2) 高齢者保護等による各種事故防止対策

高齢者の行方不明者、保護、安否確認事案の発生状況とその対応状況

諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進



イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進

イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締りの推進等

ア 春の交通安全運動の推進

イ 通学路を主眼とした危険箇所の把握、道路標識点検の実施

ウ ドライバーに向けた、横断歩行者保護意識醸成のための広報

エ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

(2) 自転車利用者保護対策の推進

自転車安全月間の取組の推進

ヘルメットの着用を始め､自転車の正しい乗り方に関する指導･広報

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

ア 高齢者の特殊詐欺等被害防止対策の推進

イ 高齢者を交通事故から守るための対策の推進

(2) 高齢者の各種事故防止対策の推進

ア 認知症高齢者の徘徊や行方不明事案の発見、各種事故防止対策の推進

イ 認知症、重度の心疾患その他病気を抱え運転に支障がある高齢者の免許自

主返納手続の推進

答申

新発田警察署協議会で協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ けいさつ相談を受理した場合、どのような対応をするのか可能な範囲で教えて

いただきたい。

○ 相談内容により、相談者に対しては、法律上又は事実上の対応方法などを

教示、指導・助言します。また状況によりますが、対象者に対して、相談を

元に説得したり、警告・指導したり検挙することもあります。そのほか、相

談を元にパトロール強化などの防犯対策や交通安全施設の整備など警察でで

きる対策を実施することもあります。さらに他機関による解決が期待できる

ものは、引継ぎ、相談先の教示なども実施しています。

２ 押しボタン式信号機のある横断歩道を横断する際、信号機が青になる前にすぐ

渡ろうとする子供や高齢者が多いという話を聞いたが、どのような対応をするの



かお聞かせ願いたい。

○ このような歩行者に対して、交通安全指導カードを交付して交通ルールの

遵守を呼びかけていますが、今後さらにパトロールを通じて、信号機付近に

おける指導を強化するほか、高齢者向けの交通安全講話や学校における交通

安全教室でも呼びかけていきます。

３ 認知症で高齢の家族に免許証を返納させたいが、いい方法はないか教えていた

だきたい。

○ 当署交通課でももちろん相談対応しますが、高齢ドライバーや家族の方か

らの相談窓口として、安全運転相談ダイヤル「＃８０８０」があります。電

話すると高齢者の免許返納に関する専門の警察官につながり、相談を寄せた

方の状況や心情に寄り添ったアドバイスをもらえますので利用していただき

たいと思います。

４ 不審者情報があった場合、ＰＴＡの連絡網など学校から保護者向けの情報共有

は徹底されていると思うが、保護者以外にも情報共有はどうなっているのか教え

ていただきたい。

○ 不審者情報があった場合、保護者を含む一般県民向けに被害者のプライバ

シー、事案の重大性と犯人検挙活動への影響など事案内容を検討の上、県警

のひかるくんひかりちゃん安心メールで情報発信していますが、このメール

も登録している方だけに発信されるため、登録者の拡大に向けた努力やSNSな

どさらに効果的な方法を検討していきたいと思います。

速度取締り指針の策定

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承した。

その他

協議会終了後、会長以下委員11人と署員８人（若手交番所員、駐在所員、ベテラ

ン専務課員、機動隊員）による意見交換会を実施した。



令和５年度第４回新発田警察署協議会議の様子

署長あいさつ 会長あいさつ

協議会議事進行 協議会議事進行

新発田警察署協議会委員と職員の意見交換会の様子

若手交番員 ベテラン刑事係 ベテラン生活安全係 管区機動隊員

駐在所員 ベテラン相談員 ベテラン交通係

新発田警察署協議会委員


